
『カスリン･アイオン台風７０年』 

～風化させない歴史とつなげる未来～ 

◆◆編集後記◆◆ 晴れたり、雨が降ったりとその日１日で天候がくるくると変わり、服装や持ち物に困ってしまう日があ
りますね。毎朝、忘れずに天気予報をチェックしましょう。梅雨明けが待ち遠しい～☺夏が待ち遠しい～☺       （ま） 

【許可工作物】 
 道路の橋梁や用水（農業・水道・工業用など）の取水設備な
どで、自治体や事業者が設置・管理している施設。 
 岩手河川国道事務所管内には、全部で４１８箇所に設置され
ており、このうち点検対象となる施設は３６５箇所です。 
（内、一関出張所管内は９６施設が対象です。） 

 平成２９年６月２０日から、本格的な出水期を前に許可
工作物の合同点検が始まりました。 
  初日の２０日は、自治体等が設置する橋梁や、取水施
設等１０箇所の点検を実施しました。各施設の管理者と
情報の共有を図り、豪雨による災害に備えます。 

磐井川 下之橋 

橋の下なども点検し異常がないか確認 

堤内排水路 石ノ瀬橋 

劣化・損傷箇所がないか確認 

一関遊水地事業の説明 

航空写真を利用した説明 

学習室スペース 

展望室から一関遊水地の説明 災害対策室の説明 

 平成２９年６月２２日、平泉町立平泉中学校２年の６０
名が、総合学習の一環として「北上川学習交流館あい
ぽーと」を訪れました。一関出張所斎藤所長から北上
川の歴史や一関遊水地事業の役割、防災対策等につ
いて講義があり、生徒らは洪水から一関・平泉地区の
洪水対策や災害への備えなどを学習しました。 
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